
木曽川文庫

建設省中部地方建設局
木曽川下流工事事務所

Vol.6
1993 SPRING 

INDEX ………………………………………

ふるさとの街・探訪記《岐阜市》
 歴史の変貌を繰り返してきた東海の古都

AREA REPORT
 育もう、水と緑の豊かな郷土

面白WATCHING
 やさしい風に誘われて、
 　　　　美濃の国は春爛漫
歴史ドキュメント
 輪中の成り立ちと輪中堤防
TALK & TALK
 特異な地域社会を形成する輪中地帯
民話の小箱
 おくわさまの哀しい伝説

特集・美しい自然と歴史が調和する町・岐阜市
木曽川文庫は治水の資料館。

水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を、皆様とともに考えていきたいと思っています。

今回は、長良川によって育まれた
自然豊かな岐阜市の歴史と現状を特集。

また、今回から二回にわたって、輸中をご紹介します。
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古
代
の
息
吹
を
伝
え
る 

 

美
し
き
山
と
川
の
国
。

岐
阜
市
は
、
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
長

良
川
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
街
で
す
。

そ
の
起
源
は
先
土
器
時
代
末
期
に
遡
り
、
古
墳
時

代
に
は
、
数
多
く
の
古
墳
が
作
ら
れ
、
大
和
朝
廷

の
影
響
が
、
す
で
に
こ
の
地
に
も
及
ん
で
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
の
表
面
に
美
濃
の
国
の

人
物
が
具
体
的
に
現
わ
れ
た
の
は
、
天
武
元
年
紀

（672

）
に
起
こ
っ
た
壬
申
の
乱
。
大
海
人
皇
子

と
そ
の
甥
に
あ
た
る
大
友
皇
子
の
間
に
起
こ
っ
た
主

導
権
争
い
で
し
た
。
大
海
人
皇
子
側
の
勝
因
の
一
つ

に
は
戦
略
的
要
点
で
あ
る
、

※『
不
破
之
道
』
の
確

保
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
の

が
地
元
で
あ
る
美
濃
の
豪
族
や
農
民
た
ち
。
彼
ら

の
功
績
は
大
き
く
認
め
ら
れ
、
乱
の
平
定
後
に
は

そ
れ
ぞ
れ
官
位
や
報
奨
を
受
け
て
い
ま
す
。

 

美
濃
源
氏
の
末
流
・ 

 

土
岐
氏
。

平
安
時
代
に
な
る
と
、
美
濃
国
の
国
守
に
は
多

く
の
源
氏
姓
が
見
ら
れ
ま
す
。
10
世
紀
末
か
ら
11

世
紀
初
期
に
は
、
源
為
憲
、
源
頼
光
の
二
人
が
続

け
て
美
濃
の
受
領
を
勤
め
る
な
ど
、
美
濃
源
氏
と

呼
ば
れ
る
勢
力
は
、
着
々
と
こ
の
地
に
地
盤
を
固

め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
を
く
む
者
の
中
で

も
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立
後
に
目
立
っ
て
台
頭
し
て

き
た
の
が
土
岐
氏
で
す
。
承
久
三
年
（1221

）

に
起
こ
っ
た
承
久
の
乱
で
は
、
幕
府
方
に
つ
い
て

勲
功
を
上
げ
、
幕
府
内
で
の
地
位
を
確
立
。
さ
ら

に
建
武
の
新
政
（1334

〜1335

）
で
時
の
権

力
者
と
な
っ
た
足
利
尊
氏
に
土
岐
頼
貞
が
重
用
さ

れ
て
以
来
、
戦
国
時
代
ま
で
の
二
百
年
以
上
に
渡

り
、
土
岐
氏
は
美
濃
国
の
守
護
と
し
て
君
臨
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

 

天
下
統
一
を
美
濃
か
ら 

 

目
指
し
た
戦
国
の
武
将
た
ち

戦
国
の
世
、
土
岐
氏
に
代
わ
っ
て
美
濃
国
の
実

権
を
握
っ
た
の
は
斎
藤
道
三
で
す
。
交
通
の
要
衝

と
し
て
、
こ
の
地
を
重
要
視
し
て
い
た
彼
は
、
井

之
口
村
の
稲
葉
山
城
を
改
築
。
そ
の
周
り
に
形
成

さ
れ
た
城
下
町
は
、
現
在
の
岐
阜
市
の
基
礎
と
な

り
ま
し
た
。
道
三
の
死
後
、永
禄
十
年
（1567

）

に
こ
の
地
を
治
め
た
織
田
信
長
は
、
楽
市
楽
座

を
奨
励
し
、
岐
阜
に
は
多
く
の
商
人
が
集
い
ま
し

た
。江
戸
時
代
、岐
阜
が
尾
張
藩
お
預
け
地
と
な
っ

て
か
ら
は
、
城
下
町
と
し
て
の
機
能
は
薄
れ
た
も

の
の
、商
工
業
の
町
と
し
て
発
展
。そ
の
陰
に
は
、

長
良
川
の
舟
運
を
活
用
し
、
流
通
の
中
継
地
へ
の

転
換
に
力
を
尽
く
し
た
人
々
の
努
力
が
あ
っ
た
の

で
す
。

 

21
世
紀
を
目
指
し
た 

 

都
市
づ
く
り
。

明
治
22
年
（1889

）
市
政
が
施
行
さ
れ
、
近

代
化
を
果
た
し
た
岐
阜
市
。
第
二
次
世
界
大
戦
で

は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
復

興
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
高
度

経
済
成
長
期
に
は
繊
維
産
業
が
飛
躍
的
な
伸
び
を

示
し
、
全
国
有
数
の
ア
パ
レ
ル
基
地
に
発
展
。
現

在
は
約
41
万
の
人
口
を
抱
え
る
中
部
の
主
要
都
市

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
21
世
紀
を
目
指
し

て
、
様
々
な
計
画
や
事
業
が
進
行
中
。
中
で
も
、

国
内
外
か
ら
人
、
物
、
情
報
が
集
ま
る
会
議
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
『
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・

シ
テ
ィ
岐
阜
』
と
し
て
の
活
動
は
、
全
市
を
上
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

伝
統
産
業 

 

和
傘
と
提
灯

岐
阜
市
の
伝
統
工
芸
品
と
し
て
、
全
国
に
も
名

高
い
和
傘
。
そ
の
始
ま
り
は
、
江
戸
時
代
中
期
の

こ
と
で
し
た
。
戦
後
、
洋
傘
の
普
及
と
と
も
に
日

常
品
と
し
て
の
役
割
は
薄
れ
た
も
の
の
、
丁
寧
に

作
ら
れ
た
絵
日
傘
や
蛇
の
目
傘
は
、
通
好
み
の
高

級
品
と
し
て
現
代
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
卵
型
の
火
袋
に
、
秋
の
七
草
な
ど
花
鳥

風
月
を
描
い
た
岐
阜
提
灯
も
代
表
的
な
特
産
物
。

薄
い
紙
に
彩
色
さ
れ
た
繊
細
な
絵
は
、
趣
深
い
優

美
さ
を
誇
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
伝
統
工
芸
は
、
美

濃
紙
や
良
質
の
竹
を
手
に
入
れ
や
す
い
地
の
利

と
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
と
匠

の
技
の
産
物
で
す
。

街 ・ 探 訪 記のとさるふ

美
濃
国
と
尾
張
国
の
境
と
な
っ
て
い
る
大
河
川
（
現
在
の
木
曽

川
）
は
、
古
代
に
お
い
て
は
、
鵜
沼
川
、
墨
俣
川
、
尾
張
河
と
も
呼

ば
れ
、
広
野
河
も
ま
た
呼
び
名
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
大
河
川
は
、
洪
水
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
流
路
を
変
え
な
が

ら
、
濃
尾
平
野
を
乱
流
し
て
い
た
た
め
、
河
川
の
改
修
が
必
要
で
し

た
。
し
か
し
改
修
工
事
は
、
対
岸
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
た
め
美
濃
・
尾
張
両
国
の
論
争
が
や
ま
ず
、
長
年
に
渡
っ
て
根

本
的
な
解
決
が
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
貞
観
７
年
（865

）、
尾
張
国
で
は
中
央
政
府
の
裁
定

に
よ
っ
て
、
広
野
河
道
を
変
更
す
る
工
事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
年
工
事
が
完
成
す
る
と
、
河
流
は
美
濃
側
に
向
か

う
こ
と
と
な
り
、
美
濃
国
各
務
郡
大
領
と
厚
見
郡
大
領
と
に
率
い
ら

れ
た
約
700
名
の
農
民
兵
士
が
尾
張
側
の
工
事
現
場
を
襲
撃
し
、
死
者

３
名
を
含
む
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
数
日
後
、
再
度
の

襲
撃
に
よ
っ
て
、
完
成
間
近
の
河
道
を
石
・
砂
で
埋
め
て
し
ま
い
、

100
余
騎
を
率
い
て
、
現
場
監
視
の
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
報
告
を
受
け
た
中
央
政
府
は
、
７
月
20
日
、
尾
張
国
司
へ
の
工
事

の
一
時
中
止
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

歴
史
上
初
め
て
記
録
さ
れ
た
尾
張
と
美
濃
の
治
水
抗
争
は
、
こ
の

後
史
料
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
水
を
治
め
る
者
は
国
を
治
め

る
」
の
こ
と
わ
ざ
通
り
、
水
争
議
は
政
情
不
安
を
象
徴
。
こ
の
事
件

は
当
時
の
律
令
国
家
の
様
相
を
顕
著
に
表
わ
し
て
い
ま
す
。

国
司
の
支
配
・
統
制
を
離
脱
し
た
地
方
豪
族
の
勢
力
の
台
頭
―
こ

れ
は
９
世
紀
後
半
の
律
令
国
家
の
終
焉
の
時
を
物
語
っ
て
い
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

律
令
国
家
の
終
焉
を
物
語
る

　
　
　
　
　
　

広
野
河
事
件

歴
史
の
変
貌
を
繰
り
返
し
て
き
た
東
海
の
古
都

清
流
・
長
良
川
を
抱
き
、

濃
尾
平
野
の
北
部
に
拡
が
る
岐
阜
市
。

金
華
山
に
聳
え
立
つ
岐
阜
城
や
千
二
百
有
余
年
の
伝
統
を
誇
る
鵜
飼
な
ど
、

数
々
の
歴
史
ロ
マ
ン
が
こ
こ
に
は
息
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
柳
ケ
瀬
や
岐
阜
駅
周
辺
の
モ
ダ
ン
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
現
代
都
市
の
機
能
を
発
揮
。

自
然
・
伝
統
・
産
業
の
調
和
し
た
都
市
を
目
指
し
て
、

よ
り
良
い
街
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
編

※
当
時
、
東と

う

山さ
ん

道ど
う

と
呼
ば
れ
た
街

道
で
、
後
の
中

山
道
、
現
在
は

国
道
21
号
と

な
っ
て
い
る
。

織田信長肖像

岐阜市街

和傘づくり

岐阜提灯

岐阜城
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　箇
年
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
た

 

木
曽
川
上
流
改
修

明
治
20
年
に
着
工
さ
れ
た
近
代
治
水
事
業
に

よ
っ
て
、
木
曽
三
川
の
完
全
分
流
が
成
し
遂
げ
ら

れ
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
た
下
流
改
修
区
域
に
比

べ
、
上
流
に
属
す
る
部
分
は
、
狭
い
河
幅
、
多
く

の
屈
折
部
、
弱
小
な
堤
防
の
た
め
依
然
洪
水
の
脅

威
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
打
開
す
る
た
め
、
大
正

10
年
に
木
曽
川
上
流
改
修
を
策
定
。
大
正
改
修
と

呼
ば
れ
る
こ
の
事
業
は
、
大
正
12
年
、
揖
斐
川
・

呂
久
の
新
川
付
替
工
事
、
翌
年
長
良
川
・
西
小
薮

の
旧
川
締
切
り
と
木
曽
川
・
川
島
の
河
身
整
理
な

ど
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
上
流
区
域
で
、
遂
次

着
工
さ
れ
ま
し
た
。

 

古
川
・
古
古
川
の 

 

締
切
工
事

長
良
川
の
流
路
は
、
長
良
橋
の
下
流
で
３
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
度
大
雨
が
降
れ
ば
、

早
田
〜
則
武
間
の
長
良
古
川
や
、
鷲
山
〜
則
武
間

の
長
良
古
古
川
に
も
水
が
溢
れ
、
大
き
な
災
害
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
８
年
、
長
良
川
の
分
派
川
で
あ
る
古
川
・

古
古
川
の
締
切
工
事
に
着
工
。
古
川
・
古
古
川
を

分
派
口
で
締
切
る
と
と
も
に
、
そ
れ
よ
り
下
流
の

長
良
川
本
川
の
川
幅
を
広
げ
る
た
め
、
長
良
川
右

岸
江
口
よ
り
上
流
福
光
に
至
る
延
長
５
，６
０
０

m
の
新
堤
を
築
き
ま
し
た
。

川
幅
は
忠
節
橋
の
と
こ
ろ
で
、
も
と
１
７
３
m

あ
っ
た
の
が
、
２
６
６
m
に
広
げ
ら
れ
、
流
路
は

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
掘
削
は
人
力
の
ほ
か
、
ラ

ダ
ー
エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ
ー
と
い
う
掘
削
機
械
が
使

わ
れ
、
掘
削
さ
れ
た
土
砂
の
ほ
と
ん
ど
は
、
築
堤

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
１
４
年
に
工
事
が
完
成
す
る
と
、
岐
阜
市

北
部
一
帯
は
水
害
の
脅
威
か
ら
開
放
さ
れ
る
と
と

も
に
、
約
１
６
０
町
歩
の
広
大
な
河
川
敷
が
宅
地

や
耕
地
に
利
用
さ
れ
、
現
在
は
総
合
運
動
場
、
学

校
、
県
営
市
営
住
宅
が
立
ち
並
び
、
岐
阜
市
発
展

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
締
切
堤
中
央
部
に
は

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
上
流
改
修
の
歴
史
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

 

長
良
川（
岐
阜
市
） 

 

の
治
水
事
業

岐
阜
市
を
流
れ
る
一
級
河
川
「
長
良
川
」
の
改

修
は
、
大
正
10
年
か
ら
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
洪
水
の
実
績

や
、
流
域
の
開
発
に
即
応
す
る
た
め
に
は
ま
だ
ま

だ
不
十
分
で
す
。

岐
阜
市
の
長
良
川
に
お
け
る
治
水
事
業
と
し
て

は
、
と
く
に
伊
自
良
川
の
合
流
点
で
あ
る
河
渡
・

鏡
島
地
区
付
近
の
川
幅
が
狭
い
の
で
、
新
し
く
堤

防
を
作
り
川
幅
を
広
げ
る
引
堤
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
川
幅
が
約
100
メ
ー
ト

ル
広
く
な
り
、
洪
水
に
対
す
る
安
全
性
が
向
上
し

ま
す
。

こ
の
河
渡
・
鏡
島
地
区
の
大
幅
引
堤
事
業
は
、

昭
和
43
年
に
鏡
島
地
区
で
用
地
買
収
に
着
手
。
鏡

島
地
区
の
引
堤
は
平
成
３
年
に
完
成
し
、
河
渡
地

区
も
平
成
６
年
度
に
完
成
す
る
よ
う
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
う
る
お
い
あ
る
美
し
い
水
辺
空
間
の
創

出
を
図
る
た
め
、
雄
総
地
区
に
つ
い
て
は
高
水
敷

の
整
備
、
ま
た
桃
林
地
区
で
は
、
花
火
大
会
等

で
人
々
に
利
用
さ
れ
や
す
い
階
段
護
岸
の
整
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
忠
節
地
区
で
は
、
ラ

ブ
リ
バ
ー
制
度
に
認
定
さ
れ
、
花
壇
等
を
取
り
入

れ
た
高
水
敷
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
治
水
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、
水
害
の
な
い

街
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
人
々
に
親
し
ま

れ
る
川
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

20
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街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク　
水
位
表
示
塔

大
い
な
る
流
れ
―
長
良
川
。
そ
れ
は
、
大
地
に
実
り
を
も
た

ら
し
、
モ
ノ
を
運
び
、
文
化
を
生
み
、
人
々
の
暮
ら
し
と
密
接

に
関
わ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
長
良
川
が
流
れ
る
岐
阜
市
の
歴

史
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
お
い
て
、
ま
さ
に
川
と
と
も
に

歩
む
歴
史
で
も
あ
る
の
で
す
。
川
は
い
つ
も
穏
や
か
な
表
情
を

し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
市
街
地
の
大
部
分
が
川
の
水
位

よ
り
も
低
い
場
所
に
位
置
す
る
岐
阜
市
で
は
、
洪
水
に
よ
り

い
っ
た
ん
堤
防
が
切
れ
る
と
大
災
害
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
水
防
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
水
位
表
示
塔
で
す
。
こ
の
塔
は
、

現
在
の
長
良
橋
地
点
の
水
位
を
一
目
で
確
か
め
ら
れ
る
、
言
わ

ば
〝
川
の
信
号
機
〞。
中
で
も
、
金

こ
が
ね

公
園
と
マ
ー
サ
21
に
設
置

さ
れ
た
水
位
表
示
塔
は
、
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
水
位
を
50
㎝
毎

に
電
光
表
示
す
る
も
の
。
堤
防
の
高
さ
や
出
動
水
位
、
警
戒
水

位
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
現
在
の
水
位
の
状
態
を
誰
で
も
簡
単

に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
街
・
岐

阜
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
街
の
景
観
と
も
調

和
。
長
良
川
を
よ
り
身
近
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

育
も
う
、水
と
緑
の

豊
か
な
郷
土

岐
阜
市
は
長
良
川
中
流
域
に
位
置
し
、

長
良
の
清
流
に
育
く
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
こ
の
地
も

大
雨
の
た
び
に
洪
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
、

大
正
10
年
、国
は
大
正
改
修
に
着
手
。

長
良
川
の
派
川
で
あ
る
古
川
・
古
古
川
の
締
切
工
事
跡
に
は
、

人
柱
の
形
を
し
た
御
影
石
の
記
念
碑
を
建
立
し
、

そ
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
治
水

金華橋下流
ラブリバー
制度

雄総地区高水敷の整備

河渡地先引堤

金公園の水位表示灯

長良川の出水 (S51.9)

金華山山頂より長良川を望む

締切堤の上に建つ改修記念碑

ラダーエキスカーベーター
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３
長
良
川
温
泉
と
屋
形
船

リ
ウ
マ
チ
や
皮
膚
病
に
も
効
果
が
あ
る
単
純
炭
素
鉄

泉
は
、
心
と
身
体
を
心
地
よ
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
金
華
山
の
麓
、
長
良
川
畔
に
沿
っ
て
た

ち
並
ぶ
温
泉
街
か
ら
は
、
屋
形
船
に
乗
る
に
も
便
利
。

夏
の
鵜
飼
は
も
ち
ろ
ん
、
冬
に
は
雪
景
色
、
春
に
は
桜

と
、
風
流
な
船
に
揺
ら
れ
て
見
る
景
色
は
趣
も
た
っ
ぷ

り
。
川
面
と
岸
辺
の
織
り
な
す
季
節
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

堪
能
で
き
ま
す
。

　
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン

１
日
本
一
の
カ
ゴ
大
仏

岐
阜
公
園
の
隣
、
正
法
寺
の
岐
阜
大
仏
は
、
高
さ

13
・
７
ⅿ
の
日
本
一
の
乾
漆
仏
。
骨
格
は
木
材
、
外
部

は
竹
と
粘
土
で
造
ら
れ
、
そ
の
上
に
経
典
を
貼
込
み
、

漆
と
金
箔
を
塗
り
重
ね
た
世
界
で
も
珍
し
い
も
の
で

す
。
胎
内
に
は
薬
師
如
来
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
歴
史
博
物
館

原
始
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
岐
阜
に
関
す
る
資
料
や

展
示
物
を
一
堂
に
紹
介
。
学
習
室
や
図
書
室
も
あ
り
、

様
々
な
利
用
が
で
き
る
博
物
館
で
す
。
豊
富
な
展
示
物

は
、
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
や
美
術
工
芸
品
、
鵜
飼
舟
の

再
現
な
ど
、
ど
れ
も
貴
重
な
も
の
ば
か
り
。
長
良
川
と

と
も
に
暮
ら
し
た
人
々
の
生
活
と
歴
史
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

３
名
和
昆
虫
博
物
館

明
治
29
年
名
和
靖
氏
が
創
立
し
た
昆
虫
研
究
所
が
、

大
正
８
年
、
名
和
清
氏
に
よ
っ
て
日
本
で
唯
一
の
昆
虫

博
物
館
と
し
て
開
館
。
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
昆
虫

の
種
類
総
数
は
、
な
ん
と
１
万
２
千
種
、
標
本
数
は

30
万
以
上
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

４
長
良
川
の
鵜
飼

鵜
飼
の
歴
史
は
古
く
１
，２
０
０

年
以
上
の
歴
史
を
遡
り
ま
す
。
信
長

や
家
康
ら
、
時
の
権
力
者
た
ち
に
も

愛
さ
れ
、
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
昔

な
が
ら
の
漁
法
は
、
今
や
世
界
的
に

も
有
名
な
伝
統
芸
能
。
か
が
り
火
の

中
、
鵜
匠
の
た
く
み
な
手
綱
さ
ば
き

に
よ
っ
て
、
鵜
が
次
々
と
鮎
を
捕
ら

え
る
様
は
、
芸
術
と
さ
え
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン

１
金
華
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

昭
和
30
年
に
開
通
し
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、
全
長
約

６
０
０
m
。
岐
阜
公
園
か
ら
標
高
３
２
９
ⅿ
の
金
華
山

山
項
ま
で
を
約
３
分
で
結
ん
で
い
ま
す
。
山
頂
に
は
、

展
望
台
や
リ
ス
村
、
そ
し
て
岐
阜
城
。
そ
の
天
守
閣
か

ら
は
、
道
三
や
信
長
も
の
ぞ
ん
だ
岐
阜
市
の
全
景
が
、

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
で
見
渡
せ
ま
す
。

２
名
水
広
場

春
は
花
見
、
夏
は
夕
涼
み
と
、
四
季
折
々
の
表
情
が

楽
し
め
る
憩
い
の
場
所
。
長
良
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き

な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
し
た
休
日
を
過
ご
す
に
は
ぴ
っ

た
り
で
す
。

面白WAT C H I N G

や
さ
し
い
風
に
誘
わ
れ
て

美
濃
の
国
は
春
爛
漫
。

─4月5日─
手力の火まつりは、天下の奇祭。20 ⅿ級の竹

ざおに火薬をいれた “御幣行灯”、火の滝が夜を
彩る “火爆”、ダシ山に
あらゆる花火を仕掛け
一気に爆発させる “山
焼” など、ダイナミック
な花火と轟く爆音は勇
壮そのものです。

岐阜市を彩る季節の祭り
手力の火まつり(手力雄神社)

岐阜まつり・道三まつり(岐阜市一円)
─4月4日・5日─

4 月 4 日・5 日の両日は、伊奈波神社、金
こがね

神社
をはじめとする市内神社の例祭・岐阜まつり、斎
藤道三の遺徳をたたえる道三まつりが、一斉に開
催されます。市内には、満開の桜の中をにぎやか
なパレードやみこしが行き交い、みこしコンクー
ルや野点なども行われます。

岐阜ファッションフェア
─6月上旬─

全国でも有数のアパレル産地・岐阜。芸術と
ファッションの街、イタリアのフィレンツェとも姉
妹都市盟約を結ぴ、全国のアパレル業界から熱い注
目を浴びています。その期待に応えるべく開催され

るのが『岐阜ファッ
ションフェア』。華
やかなショーや展
示会を通して、新
しいファッション
文化を発信してい
ます。

主 ・ な ・ 観 ・ 光 ・ 行 ・ 事
行　　事 期　　日 場　　所
ぎふ梅祭り 2月下旬～3月上旬 梅林公園（市内梅林南町）
美江寺まつり 3月1日 美江寺観音（市内美江寺）
岐阜まつり 4月4・5日 全　　市
道三まつり
手力の火まつり 4月5日 手力雄神社（市内長森蔵前）
長良川鵜飼びらき 5月11日 長良川畔
長良川まつり 7月16日 長良川畔一帯
あかりフェスタ 7月下旬 市内中心地
全国選抜中日花火大会 7月最終土曜日 長良川畔
長良川全国花火大会 8月第1土曜日 長良川畔
長良川薪能 7月下旬 長良川畔
提灯まつり 7月中旬～8月中旬 市内中心地
ぎふ長良川夏まつり 8月上旬 長良川畔
信長まつり 10月第1土・日曜日 全市
長良川鵜飼じまい 10月15日 長良川畔
池の上みそぎまつり 12月10日 葛懸神社（市内島池の上）

や
わ
ら
か
な
春
風
が
川
面
を
そ
っ
と
撫
で
る
頃
、

美
濃
の
里
に
は
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
舞
い
降
り
ま
す
。

緑
を
い
っ
そ
う
鮮
や
か
に
薫
ら
せ
る
金
華
山
、

歴
史
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
長
良
川
。

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
や
さ
し
さ
を
心
に
運
ぶ
魔
法
の
宅
急
便
。

街
の
鼓
動
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

探
し
て
た
サ
ム
シ
ン
グ
に
、
き
っ
と
巡
り
逢
え
る
は
ず...

。

物
語
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
、
今
始
ま
り
ま
す
。

長良川夕景

名水広場

長良川の鵜飼 長良川の屋形船

カゴ大仏

名和昆虫博物館 金華山ロープウェイ

歴史博物館



78

 

輪
中
の
成
り
立
ち
と
そ
の
形
態

輪
中
は
、
濃
尾
平
野
西
部
の
下
流
域
で
あ
る
デ

ル
タ
地
帯
に
数
多
く
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
原

形
は
曲く

る
わ輪

と
よ
ば
れ
る
も
の
。
木
曽
三
川
の
合
流

す
る
低
湿
地
帯
で
は
、
昔
か
ら
洪
水
の
度
に
一
面

が
海
の
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
山
か
ら
の
土
砂
が

ふ
だ
ん
の
河
岸
の
付
近
に
た
ま
り
、
細
長
い
微
高

地
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
わ
ず
か
に
高
い
自
然
堤

防
の
上
に
、
人
々
は
居
住
し
、
ま
わ
り
の
低
湿
地

を
利
用
し
て
稲
作
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自

然
堤
防
だ
け
で
は
、
洪
水
か
ら
村
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
人
々
は
、
洪
水
時
の
水
の

直
接
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
に
、
自
然
堤
防
を
つ
な

い
で
、上
流
側
に
半
円
形
の
堤
防
を
築
き
ま
し
た
。

こ
の
堤
防
が
曲
輪
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
下
流
が

尻
無
し
で
あ
っ
た
た
め
尻し

り

無な
し

堤づ
つ
み、

あ
る
い
は
築つ

き

捨す
て

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

尻
無
堤
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
形
成
さ
れ

ま
し
た
が
、
海
水
の
逆
流
に
よ
る
塩
害
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
尻
無
し
の
部
分
に

潮し
お

除よ
り

堤づ
つ
みと

呼
ば
れ
る
堤
防
を
築
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
周
囲
が
す
べ
て
囲
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

懸か
け

廻ま
わ
し

堤づ
つ
みに

よ
っ
て
、
本
格
的
な
輪
中
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、新
田
開
発
が
進
む
一
方
、

小
輪
中
の
堤
防
を
つ
な
ぎ
、
い
く
つ
か
の
輪
中
を
複

合
し
た
大
規
模
な
輪
中
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
頃
、
輪
中
内
の
人
々
に
よ
る
水
防
共

同
体
も
組
織
さ
れ
、
輪
中
地
域
独
自
の
水
防
意
識

や
気
風
も
作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

輪
中
の
住
居

1
水
屋
建
築

輪
中
地
域
の
代
表
的
な
景
観
の
一
つ

に
、
高
く
土
盛
り
し
た
り
、
石
積
み
し

た
り
し
た
上
に
建
て
ら
れ
た
『
水
屋
』

が
あ
り
ま
す
。
水
屋
建
築
は
、
水
災
時

に
生
命
や
財
産
な
ど
を
守
る
た
め
の
建

て
物
で
、
母
屋
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
と

こ
ろ
に
作
ら
れ
、
石
垣
の
高
さ
は
１
ⅿ

〜
４
ⅿ
近
い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
水
屋
は
、
そ

の
形
や
用
途
か
ら
、土
蔵
式
水
屋
、倉
庫
式
水
屋
、

住
居
倉
庫
式
水
屋
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
堤

防
が
切
れ
て
水
が
入
っ
て
か
ら
引
く
ま
で
の
間
、

家
族
が
そ
こ
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
味
噌
や
米
、

水
な
ど
、
生
活
必
需
品
が
常
時
貯
蔵
さ
れ
、
ま
た

長
持
や
箪
笥
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

2
上
げ
舟

母
屋
や
水
屋
の
軒
な
ど
に
舟
を
吊
る
し
て
避
難

に
備
え
た
り
、
庭
に
高
い
木
を
植
え
て
舟
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
舟
の
大

き
さ
は
３
間
か
ら
３
間
半
、
幅
３
尺
か
ら
４
尺
ぐ

ら
い
で
、
米
な
ら
10

俵
か
ら
14
俵
ぐ
ら
い

積
め
る
も
の
。
普
通

の
農
家
で
は
田
舟
な

ど
の
舟
を
所
有
し
避

難
用
と
し
て
使
っ
た

と
い
わ
れ
、
上
げ
舟

を
持
つ
の
は
地
主
や

中
農
以
上
の
農
家
で

し
た
。

3
助
命
壇

水
屋
を
も
た
な
い
農
民
た
ち
の
洪
水
時
の
避
難

場
所
を
『
助
命
壇
』
あ
る
い
は
『
命
塚
』
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
村
や
地
区
に
よ
っ
て
は
、
協
同
で
土

盛
り
を
し
て
高
台
を
作
り
、
高
い
木
を
植
え
て
、

水
が
引
く
ま
で
高
い
木
に
の
ぼ
り
、
救
い
を
待
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
輪
中
内
の
神
社
は
高
く
盛
り
土

し
て
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
も
助
命

壇
の
役
割
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

4
屋
敷
森

屋
敷
の
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
た
屋
敷
森
は
、
防
風

林
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
に
、
防
水
林
と
し
て
の

機
能
を
も
ち
、
流
木
や
風
波
な
ど
を
防
ぐ
役
目
の

ほ
か
に
、『
舟
つ
な
ぎ
の
木
』
と
し
て
一
時
的
な

救
助
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
屋
敷
森
の
樹

種
は
、
マ
キ
・
エ
ノ
キ
・
ス
ギ
な
ど
で
す
が
、
堤

防
沿
い
で
は
竹
林
も
み
ら
れ
ま
す
。

5
上
げ
仏
壇

浄
土
真
宗
が
盛
ん
な
輪
中
地
域
で
は
、
い
ざ
洪

水
、
浸
水
と
い
う
時
に
備
え
て
、
仏
壇
に
も
工
夫

が
見
ら
れ
ま
す
。
洪
水
時
に
滑
車
を
使
っ
て
２
階

へ
引
き
上
げ
る
仕
組
み
に
な
っ
た
上
げ
仏
壇
が
そ

れ
で
、
篤
い
信
仰
が
こ
う
し
た
工
夫
を
生
み
出
し

ま
し
た
。

岐
阜
市
の
発
展
は
、
中
山
道
、
そ
し
て
長

良
川
の
舟
運
の
二
大
流
通
経
路
を
な
く
し
て

は
語
れ
ま
せ
ん
。
中
で
も
河
渡
宿
は
、
中
山

道
の
宿
場
町
で
も
あ
り
、
河
湊
で
も
あ
っ
た
交

通
の
要
所
。
文
久
元
年
（1861

）
の
和
宮
江

戸
降
嫁
の
際
に
も
、
こ
の
渡
し
舟
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

中
山
道
河
渡
宿
と
と
も
に
約
300
年
前
か
ら

始
ま
っ
た〝
お
紅
の
渡
し
〞
は
、
中
山
道
の
脇

道
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

明
治
中
期
に
は
輪
中
地
帯
の
渡
船
場
は
約

70
を
数
え
ま
し
た
が
、
鉄
道
や
道
路
の
普
及

に
よ
っ
て
渡
し
船
は
次
第
に
衰
退
。
現
在
で

は
、
木
曽
三
川
あ
わ
せ
て
も
８
ヵ
所
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
〃
お
紅
の
渡
し
〞は
、

現
在
で
も
続
い
て
い
る
数
少
な
い
渡
船
場
の
一

つ
で
す
。
れ
っ
き
と
し
た
県
道
で
、
渡
船
料
は

無
料
（
月
曜

定
休
）。
日
本

厄
除
け
三
弘
法

の
一
つ
で
あ
る

乙お
つ
し
ん津

寺
が
近
く

に
あ
る
こ
と
か

ら
、
毎
月
21
日

の
〝
鏡
島
弘
法

の
日
〞に
は
、

多
く
の
参
拝
者

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

歴 史 ド キ ュ メ ン ト 輪中編（その１）

輪
中
の
成
り
立
ち
と
輪
中
堤
防

川
の
流
れ
と
長
い
歳
月
が
作
り
上
げ
た
輪
中
。

そ
こ
に
刻
み
こ
ま
れ
た
の
は
、水
と
人
と
の
闘
い
の
歴
史
。

洪
水
に
よ
っ
て
、多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、輪
中
独
自
の
気
質
や
文
化
を
も
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

水
屋
建
築
、上
げ
舟
、助
命
壇
な
ど
は
、輪
中
に
暮
ら
し
た
先
人
た
ち
の
知
恵
の
産
物
。

そ
こ
で
今
回
か
ら
２
回
に
か
け
て
輪
中
を
特
集
し
、

そ
の
形
態
や
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す
。

中
山
道
の
名
残
を
今
に
伝
え
る

『
お
紅
の
渡
し
』

今
日
の
木
曽
三
川
の
基
礎
と
な
っ
た
オ
ラ

ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
の
計
画

に
よ
る
木
曽
三
川
分
流
工
事
「
明
治
改
修
」

が
小
説
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。
著
者
は
第

７
回
日
本
文
芸
大
賞
女
流
文
学
賞
を
受
賞
さ

れ
た
三
宅
雅
子
先
生
で
、
デ
レ
ー
ケ
の
明
治

６
年
の
来
日
か
ら
同
36
年
の
帰
国
ま
で
の
約

30
年
間
に
わ
た
る
歩
み
を
、
濃
尾
大
震
災
や

度
重
な
る
水
害
な
ど
の
時
代
背
景
と
と
も
に

と
ら
え
た
重
厚
な
大
河
小
説
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

小
説
『
乱
流
』
が　
　

　
　
　

発
刊
さ
れ
ま
し
た

盛り土をした家

助命壇

水屋

自然堤防

尻無堤

潮除堤
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洪
水
へ
の
対
応
と
し
て
形
成
さ
れ
た
輪
中
は
、

囲
堤
集
落
の
典
型
で
す
。

輪
中
が
囲
堤
形
態
の
治
水
工
法
で
あ
る
こ
と

は
、
輪
中
と
い
う
呼
称
、
あ
る
い
は
輪
之
内
と
か

曲
輪
と
か
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま

す
。
す
で
に
江
戸
時
代
の
宝
暦
治
水
の
普
請
覚
書

（
一
七
五
四
・
宝
暦
四
年
）
に
、「
一
、
此
度
御

普
請
之
儀
ハ
都
々
輪
中
と
申
、
…
囲
つ
つ
川
中
ニ

堤
を
築
廻
し
、
民
家
田
畑
等
有
之
…
」
と
輪
中
が

囲
堤
集
落
で
あ
り
、
特
異
な
地
方
で
あ
る
こ
と
を

記
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
小
学
校
の
社
会
科
四
年
生
の
教
科
書
の

『
低
地
の
く
ら
し
』
の
単
元
で
は
輪
中
が
教
材
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
教
科
書
の

記
述
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
の
は
、「
…
て
い
ぼ

う
に
か
こ
ま
れ
た
田
畑
や
家
…
」
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
河
川
工
学
で
は
そ
の
定
義
づ
け
と
し
て
「
あ

る
特
定
区
域
を
洪
水
か
ら
防
御
す
る
た
め
に
、
そ

の
周
囲
を
め
ぐ
ら
し
た
堤
防
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
輪
中
の
よ
う
な
囲
堤
形
態
は
、
あ
る
特
定

の
区
域
を
洪
水
か
ら
防
御
す
る
上
に
き
わ
め
て
有

効
で
あ
り
、
ま
た
一
貫
し
た
洪
水
策
を
必
要
と
し

な
い
た
め
連
続
堤
以
前
の
治
水
工
法
と
し
て
、
江

戸
時
代
に
は
洪
水
多
発
の
河
川
地
域
の
特
定
の
地

方
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
利
根
川
、
大
井

川
、
櫛
田
川
、
吉
野
川
、
大
野
川
、
信
濃
川
、
九

頭
竜
川
、
円
山
川
な
ど
の
中
流
域
に
。
ま
た
中
国

の
長
江
、
珠
江
、
台
湾
の
塩
水
渓
。
熱
帯
ア
ジ
ア

の
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
、
ソ
ン
コ
イ

の
各
川
に
も
見
ら
れ
、
低
湿
地
を
開
田
す
る
稲
作

民
族
に
共
通
す
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
各
地
に
見
ら
れ
る
囲
堤
は
、
そ
れ

ぞ
れ
囲
土
手
、
囲
縄
手
、
囲
い
、
基
囲
（
中
国
）、

囲
堤（
台
湾
）な
ど
と
称
し
て
い
ま
す
が「
輪
中
」

と
い
う
用
語
は
慣
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
点
に
お
い
て
木
曽
三
川
流
域
の
場
合
、
約

八
○
の
囲
堤
の
輪
中
が
分
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輪

中
が
各
々
の
水
防
組
織
を
も
つ
共
同
体
を
形
成

し
、
堀
田
型
の
土
地
利
用
を
行
な
い
、
水
屋
建
築

を
も
つ
な
ど
、
洪
水
へ
の
対
応
と
し
て
の
共
通
の

生
活
基
盤
を
も
ち
な
が
ら
特
異
な
地
域
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

そ
の
空
間
的
な
拡
が
り
は
行
政
的
に
は
愛
知
県

海
部
郡
の
弥
富
町
、
立
田
村
、
八
開
村
。
三
重
県

桑
名
郡
木
曽
岬
町
、
長
島
町
、
多
度
町
。
岐
阜

県
で
は
岐
阜
、
大
垣
、
羽
島
の
三
市
の
ほ
か
五
郡

十
三
町
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
数
理
的
に
は
西
極

の
岐
阜
県
養
老
郡
の
大
墳
輪
中
か
ら
東
極
の
岐
阜

市
の
島
輪
中
。
最
北
部
は
交
人
輪
中
（
岐
阜
市
）

か
ら
南
端
は
三
重
県
の
長
島
輪
中
ま
で
と
な
り
、

東
西
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
〇
キ
ロ

の
逆
三
角
形
と
な
り
、
そ
の
面
積
約
一
八
○
○
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
輪
中
地
域
と
な
り
ま
す
。

こ
の
面
積
は
大
阪
府
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
空
間
に
洪
水
へ
の
対
応
と
し
て
形
成
さ
れ

た
多
く
の
輪
中
の
分
布
を
見
、
そ
れ
ら
が
共
通
の

生
活
基
盤
を
も
つ
同
質
空
間
と
し
て
の
地
域
。
す

な
わ
ち
輪
中
地
域
を
形
成
し
て
い
る
例
は
、
世
界

で
も
こ
の
地
方
の
み
で
す
。

こ
の
よ
う
に
特
異
な
地
域
と
し
て
、
洪
水
と
人

間
と
の
相
剋
の
歴
史
の
集
積
し
た
輪
中
地
域
も
大

き
く
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
治

水
事
業
の
進
行
や
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
輪
中
近

代
化
で
あ
り
、
あ
る
面
で
は
都
市
化
で
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
現
実
の
輪
中
近
代
化
は
非
輪
中
化

で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
災
害
を
招
か
な
い
よ

う
、
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

TAL K & TALK

木曽川文庫だより

特
異
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
輪
中
地
帯

濃
尾
平
野
の
河
口
域
に
形
成
さ
れ
て
い
る
輪
中
。

洪
水
を
防
御
す
る
た
め
、堤
防
を
周
囲
に
廻
ら
せ
た
囲
堤
集
落
は
、

独
自
の
水
防
組
織
と
共
同
体
を
形
成
し
、

そ
の
特
異
な
形
態
は
、世
界
で
も
類
を
み
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、伊
藤
安
男
先
生
に
輪
中
の
形
態
と
分
布
状
態
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

花園大学文学部教授
伊藤　安男 先生

伊
藤
安
男
（
い
と
う
や
す
お
）

花
園
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
。日
本
地
理
学
会
評
議
員
、

岐
阜
地
理
学
会
会
長
及
び
岐
阜
県
郷
土
資
料
研
究
評
議
会

会
長
。
輪
中
研
究
に
て
岐
阜
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
。

主
な
る
著
書  「
輪
中
」「
長
良
川
を
歩
く
」「
岐
阜
県
地
理

あ
る
き
」
な
ど
。

主
な
る
論
文  「
輪
中
の
災
害
と
治
水
」「
輪
中
の
水
論
」「
蘭

人
技
師
デ
レ
ー
ケ
と
砂
防
」「
明
治
前
期

の
治
水
思
想
」「
木
曽
川
改
修
工
事
と
そ

の
前
史
」
な
ど
。

木
曽
川
文
庫
・
こ
の
程
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン

昭
和
62
年
に
設
立
さ
れ
た
木
曽
川

文
庫
は
、
周
辺
が
明
治
改
修
の
生
き
た

史
蹟
や
桜
の
名
所
・
河
川
公
園
と
い
う

環
境
に
恵
ま
れ
、
平
成
４
年
に
は
月
平

均
４
２
０
人
も
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
書
籍
は
１
，４
０
０
点
、

宝
暦
治
水
、
明
治
改
修
に
関
わ
る
展
示

物
等
も
ま
す
ま
す
充
実
。
そ
し
て
こ
の

度
、
そ
の
空
間
を
さ
ら
に
活
か
し
魅
力

ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
書
架
、
閲
覧
、
展

示
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
改
装
し
ま
し
た
。

木
曽
川
文
庫
に
、よ
り
親
し
み
、
学
び
、

活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
来
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

古地図にみられる輪中の分布

空中写真にみられる大垣輪中の輪中堤

輪中分布図
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編 集 後 記●木曽川文庫利用案内●
《開館時間》 午前9時～午後4時30分
《休 館 日》 毎週月曜日・祝祭日・年末年始
《入 館 料》 無料
《交通機関》 国道1号線尾張大橋から車で約10分
  名神羽島I.Cから車で約30分
  東名阪長島I.Cから車で約10分
《お問い合わせ》
船頭平閘門管理所・
木曽川文庫
〒496 愛知県海部郡
 立田村福原
TEL（0567）24-6233
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いよいよ春もたけなわ、行楽シーズンの開幕で
す。船頭平閘門の周りにも、4月は桜、5月はツ
ツジが咲き誇り、人々の心に安らぎを運んでくれ
ます。今回の12ぺージ、オールカラーにボリュー
ムアップした『KlSSO VOL.6』いかがでしょう
か。歴史ドキュメントのコーナーでは、今回から
2回にわたって輪中を特集。今後もさまざまな
テーマをとりあげていきたいと思いますので、皆
様がらのご意見やご要望をぜひお聞がせ下さい。
編集にあたっては、岐阜市役所の皆様に大変お世
話になり、ありがとうございます。次回は木祖村
を特集します。ご期待下さい。

（　　　　　　   ）表紙写真　　左 ：金華山の桜
　　　　　右上：長良川の鵜飼
　　　　　右下：長良川中流風景


